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4ストロークエンジン搭載の
「ＶＦ５３ＡＳ」待望の初納入
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「損害保険号」4台
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地球環境問題の未来像へ迫る画期的な省エネ可搬消防ポンプとし

て、昨年、国内で初めてトーハツが開発したＶＦ５３ＡＳポンブ１台が、こ

のほど福井市消防局からの採用が決まり、去る２月１７日、特約販売店

の暁産業(株)を通して納入されました。

このポンプは、電子制御燃料噴射装置を採用した４ストロークエンジン

を搭載し、低排気ガス、低燃費、低騒音、低振動等々、いたる所に従来

の可搬ポンプのイメージを一新する優れたエコロジー性を備えています。

3月18日、福井市御油町西村自警団にVF53ASが納入され入魂式が行

われました。数十年前から使用したポンプの購入で、今回は御油町西村

自警団のとりまとめにより住民からの寄付金で購入することになったもので

す。地元の反響もよく、デザインがカッコよく、始動性も抜群によく、簡単に

エンジンが始動でき、エンジン音も従来のものより静かであるとの好評を得

ました。

入魂式では、神主にお払いをうけるVF53ASがとても愛嬌があり、厳か

ながらほのぼのとした式典でありました。

（防災中部）

昨年末発表されたトーハツ史上初の４ストロークエンジンを搭載した環

境に極めて優しい可搬消防ポンプ“ＶＦ５３ＡＳ”の超低温環境下における

優秀性を実証しようと、去る２月１４日、(株)北海道モリタ旭川営業所の協

力のもと、超低温環境試験が行われました。旭川市は気象庁の観測史上、

最低気温で歴代ランキング１位の記録を持つ日本屈指の寒冷地です。

今冬は記録的な暖冬と言われていましたが、幸いにも試験当日はこの

冬一番の冷え込みとなり、恰好の試験条件が整いました。試験時刻は早

朝５時～６時。最低気温は今冬一番の－２０℃を記録するなかで、凍結防

止処理のあと、一晩屋外に放置され完全に冷え切った“ＶＦ５

３ＡＳ”は、セル一発で見事に始動。ＥＦＩの

実力を発揮しました。

しかも

零下における完全燃焼の

証である真っ白い水蒸気をマフラーから吐き出

しながら、１６ｍの超ロング吸管の使用にも関わらず息つきすること

なく吸水。吐出口の凍結もなく、余裕の放水を確認できました。

また一般住宅に隣接した場所でありながら、早朝に気兼ねなくテストが

行えたことで、同機の静粛性も実証。おかげで低温環境下における数々

の貴重なデータを得ることができました。ご協力頂いた(株)北海道モリタの

開社長をはじめ、同社旭川営業所の皆様には厚くお礼申し上げます。

（技術部／井元）

毎年、「損害保険号」の寄贈で国内の防火・防災

に貢献している社団法人日本損害保険協会から、

今年は東京消防庁へトーハツ軽四輪駆動消防車デ

ッキバンタイプ４台が寄贈され、その贈呈式が去る

３月１２日、同庁に関係者多数の方々が出席してで

行われました。

寄贈された軽四輪駆動消防車は、恒例により「損

害保険号」と命名され、東京都内４箇所の消防団に

配備されました。 （防災中央／志津川）

「損害保険号」4台

「ＶＦ５３
ＡＳ」の超

低温環境
試験

厳寒の旭
川市で敢

行

“超低温
環境下で

優秀性を
実証！”
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名称もステージも一新 パシフィコ横浜に

第４６回目を迎えた東京国際ボートショーは、今回から名称も

ステージも一新。国際マリン都市と呼ぶにふさわしい横浜の

“みなとみらい”にあるパシフィコ横浜展示ホールに２２１社が結

集、去る３月１５日から４日間にわたり開催されました。２年後

に迫った開港１５０周年記念への地域パワーを追い風に、ボート

ショーは新時代の幕開けです。

西日本におけるマリンレ
ジャーの幕開けとも言うべき
「神戸国際ボートショー２００
７」が、去る４月６日から３日
間、神戸市の神戸国際展示場で開幕。今回は初の試みとして、室内展
示会場とは別にボート試乗が可能なフローティング展示の西宮会場も併
設。桜前線の北上と共に何かと落ち着かない日 を々過ごしていたボー
トファンなどが、初日からド～っと会場へなだれ込む盛況ぶり。また神
戸港開港１４０周年を記念して行われた「神戸懐かしの写真展」など、
様々なイベントの実施とあいまって来場者を喜ばせました。
トーハツでは主力を室内展示場に絞り、フィッシングボートでは好調な
ＴＦシリーズの牽引艇とも言うべきＴＦ－２３５ⅣＳＣと、１７フィート・レジャ
ー和船のＮＥＷモデルＴＦＷ－１７Ｒの2艇を展示。一方エンジン関係で
は、４サイクルの小型船外機を中心に、クリーンで低燃費、トーハツの卓
越した環境対応技術をアピールし、成果を上げました。
この度の神戸国際ボートショー２００７は、好天と春休みとあいまって入
場者は延べ１３，５００人を突破。大成功裡に閉幕しました。

（マリン関西／福松）

西日本最大のマリンの祭典
神戸国際ボートショー２００７
夏へ始動 ’０７名古屋ボート

ショー

ＴＦ－２３５ⅣＳＣに
ＭＤ１１５Ａ

エンジン搭載で人
気沸騰！

例年２月に行わ
れていた

東京国際ボートシ
ョーが、今

年度から名称や
開催地、開

催時期など変更
になった流

れを受けて、ご
当地「名古

屋ボートショー」
も、例年よ

り約半月遅れて、
去る３月３

１日から２日間、
ポートメッ

セ名古屋で開幕
しました。

拡販体勢がすっか
り整ったトーハツ

・マリン部門にあ
って、いまやベ

ストセラー商品の
一角を狙うＴＦ－

２３５ⅣＳＣ艇に、
待望久しいＭＤ

115Ａエンジンを
搭載したことで人

気が更に沸騰。
また、デザイン、

お

手ごろサイズ、利
便性と低価格性

など、様々なメリ
ットにより人気急

上

昇中の和船ＴＦＷ
－１７Ｒの展示も

ユーザーの集客
にプラスして、ト

ー

ハツブースは大賑
わい。係員への

質問が同和船の
運搬用トレーナー

の発売時期にま
でおよぶなど、注

目度の高さをうか
がわせました。

今回のトーハツブ
ースには、いま消

防業界から熱い
視線を浴びて

いる４ストローク
エンジン搭載の「

ＶＦ５３ＡＳ」ポンプ
も展示。当社の

技

術力をアピールし
ました。

今回の来場者は
延べ約１４，０００

人。繁忙をきわめ
た２日間、最後

まで応援して頂
いた(有)鳥新様、

常滑マリーナ(株
)様、(有)おおぜ

き

様には厚くお礼申
し上げます。 （マリン中部／宮

川）



に２２１社が結集

今回のボートショー会場は、みなとみらい地区のクイーンズスクエア

など大規模なアウトレットショッピング街の延長ライン上にあり、展示会

場全体が横浜独特の華やいだ雰囲気になるから不思議である。主

催者側は集客力にも大きな期待をかけているようで、その集客力の

お蔭かどうかは別として、展示会場中央に陣をはったトーハツブース

には、会期中幅広い年齢層のユーザーが来場。例年にない盛況を

極めました。 今年のトーハツはエンジン部門の充実が顕著で、とり

わけ環境対応型クリーンエンジンは、ＴＬＤＩ

直噴シリーズ

から４サイクル

シリーズ、な

かでも世界

初の電子

制御燃料噴射式の４スト２５／３０にいたるまで、その先進性でトッ

プクラスのラインアップを堅持。また免許不要小型ボート対応の船

外機ＭＦＳ２Ａも、幅広い客層から熱い視線を集めていました。

一方ボート部門では、ＴＬＤＩ直噴１１５馬力エンジン２基掛けのフィ

ッシングボートＴＦ－２６ＳＣＷをはじめ、ＴＦシリーズの人気モデルＴＦ－

２３５ⅣＳＣ、マーベラス21α、今回満を持して投入された１７フィート

のレジャー和船ＴＦＷ－１７など４艇を展示。特にボートの細部まで入

念にチェックして頂いたユーザーからは、特大な好評価を頂くと共に

多くのご成約も頂きました。

さて今回のトーハツブースに、変わった展示物がお目見え。道行

く人々がしばし足を止め、食い入るように見入っていたのが可搬消

防ポンプ「ＶＦ５３ＡＳ」。それもそのはず、日本でトーハツが初めて開

発した環境に極めて優しい４ストロークエンジンに加え、電子制御燃

料噴射装置を搭載した画期的なポンプだったのです。船外機、フィ

ッシングボート、そして可搬消防ポンプ。この３本柱がトーハツの生命

であり、これからも多くのユーザーにご愛顧願いたいものです。

（マリン営業部）

第１７回目を迎えた新潟ボートショーは、全国‘０７年度ボートシ
ョーのトップを切って去る2月24日･25日の両日、新潟市の産業
振興センターで開幕。雪国の厳しい寒さもなんのその。オープ
ンとともにレジャー志向から漁業関係者まで幅広い地元ユーザ
ーが大挙して入場。会場は早くも初日から熱気でむせ返るよう
な雰囲気でした。
トーハツではこの春、満を持して投入した１７フィート・レジャー
和船のＮＥＷモデル「ＴＦＷ－１７Ｒ」をメインに、拡販作戦を展開。
手ごろな大きさ、使い勝手などが受けて忽ち人の輪ができる好
調ぶり。商談もたくさん頂きました。
一方、この日実施した特売用品コーナーでは、タネムラマリー
ナの知名度と豊富な品揃いが受けて飛ぶような売れ行きに
スタッフもびっくり。また同ボートショーへの来場者の
多さにも２度びっくり。幸先の良い２００７年春の
幕開けでした。ご尽力頂いたマリン商
事様には厚くお礼申し上げま
す。 （マリン関東／榎
本）

新
潟
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー

全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
幕
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ユーザーのステップアップに手応え
第２２回 広島ボートショー
マリングランフェスタ２００７＆「海の駅」開幕

風光明媚な多島美・広島で、今年２２回目を迎えた「マリングランフェスタ２００７広島
ボートショー」が、去る4月21日から２日間にわたって開幕。前日までの怪しい雲行きも
スキッと晴れ、開幕初日から大勢のボートファンやファミリーで賑わいました。
各メーカーの人気艇が並ぶフローティングコーナーには、中国運輸局により未来の交通
艇として試験的に開発された｢赤とんぼ号｣が展示され、花を添えました。同コーナーでは
マリンセミナーに参加する人、また試乗艇コーナーでは乗船待ちがでるほどの盛況ぶり。
期間中トーハツでは、ＴＬＤＩ直噴ＭＤ１１５Ａ搭載のＴＦ－２３５ⅣＳＣを試乗艇に投入。ユー

ザーも心得たもので、ＭＤ１１５Ａが体感できるとあって真っ先にＴＦ－２３５ⅣＳＣを指名。瀬
戸内の沖を目指して滑走していました。
試乗希望のユーザーに交じってＴＦ－２２０艇のオーナーや、ＴＦ－２１ＳＴ艇のオーナー
ご夫妻なども来場され、今回は共にＴＦ－２３５ⅣＳＣ艇へのステップアップがお目当て
とか。またＴＳＣ－２２５のオーナーになられて既に７年目となるユーザーは、試乗を通し
てＭＤ１１５Ａの加速感やフィーリングを何度も何度も確認。そのパフォーマンスに手応
えを感じたようです。
さてこの会期中、とりわけ多かったのがトーハツでステップアップを目指すユーザ
ーとＴＬＤＩ直噴ＭＤ１１５Ａに惚れ込んでくれたユーザーです。スタッフ一同大いに力づけ
られた次第です。 （マリン関西／福松）
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日
本
海
マ
リ
ン
（
富
山
県
）
が
合
同
展
示
会

寒ブリ漁獲量日本一の富山県高岡市に

あるボート販売店・日本海マリン(株)の

呼びかけによるメーカー合同のボート展

示会が、去る３月１０日・１１日、同社の特

設会場で開催されました。豪雪地帯にお

けるこの時期の開催は珍しく、春を待ち

きれないユーザーで終日賑わいました。

この展示会で、トーハツ担当者を一番

喜ばせたのがＴＦ－２３５ⅣＳＣ艇の高い

人気度です。同艇とＭＤ１１５Ａ船外機の

セット販売情報を聞きつけて会場に駆け

つけたユーザーや、また中には既に同艇

のオーナーで、エンジン買い替え希望の

ユーザーもいて、ＭＤ１１５ＡＥＰＴＯＵＬの

ご成約もいただきました。今後の好調な

拡販を予感させるに十分な意義ある２日

間でした。日本海マリン(株)様には厚く

お礼申し上げます。

（マリン中部／宮川）

福岡市で
「九州マリンフェスタ」開催
あの悪夢のような福岡西方沖地

震からまる２年。最大の被災

地“玄海島”の島民にもよう

やく帰島の許可が下り、福

岡県民に復活への明るい兆

しが伺えます。その復活への第

一歩とも言うべき海の祭典｢九州マリンフ

ェスタ｣が、去る３月２４日・２５日、福岡市内で開催されました。

トーハツでは、満を持して発売した１７フィートのＮＥＷレジャー用和

船ＴＦＷ－１７を目玉に据え、更に上級モデルのカラーハル仕様の一押

し機種“ＭＦＳ３０Ｂ”をセットしたモデルを展示し、手ごろな価格帯なが

ら最新技術に裏打ちされたハイ・クォリティをアピール。訪れたフィッシ

ングファンを魅了しました。

多くの家族連れで賑わったこの度の「九州マリンフェスタ」は、国内

マリン業界の長い冬の終わりを予感させる２日間でした。

（マリン九州／藤川）

「おおぜき」で春の展示会
名古屋ボートショーが好調裡に閉幕し、気分

はもうすっかり春のマリンシーズン入り。

近郊の販売店なども今やおそしと展示会を企画するなか、

この地域でとりわけ販売力を発揮している三重県桑名市の

（有）おおぜきが、去る4月7日・8日の両日、先陣を切ってボ

ート展示会を開催。好成績をおさめました。

トーハツの主な展示艇は、いま人気絶頂のTF－２３５ⅣSC

（MD115A搭載）やTFW－１７R（和船）がメイン。これらを

お目当てに、名古屋、滋賀など遠方からの来場者もあり、販

売店主ご夫妻は対応に大わらわ。そのかいあってTF―２３５

ⅣSC（MD１１５A搭載）や船外機数台のご成約を頂くなど、

春から幸先の良いスタートを迎えました。同販売店の皆様、

2日間お疲れ様

でした。

（マリン中部／

宮川）
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春の火災シーズンを前に、東京消防庁志村消防署の坂上出張所と、志

村消防団、トーハツ（株）自衛消防隊による合同防災訓練が、去る３月２日、

総勢５０余名の参加を得てトーハツ本社・東京工場で実施されました。

訓練は、トーハツ東京工場の２階にある食堂から出火したとの想定で行

われ、志村消防署のポンプ車２台、指揮車・救急車など各１台が出動。同

消防署の指導のもとに、とても合同訓練とは思えない呼吸の合った消火・

救急活動を展開。最後は全隊員による一斉放水も行われ、今後の防災意

識の高揚に繋がる素晴らしい訓練となりました。こうした実践さながらの緊

迫した雰囲気での経験と蓄積

が、有事の際に被害を最小

限に抑えられる大切な要素

になると改めて再認識した次

第です。

防災訓練の実施にあたり、

ご協力いただいた東京消防

庁志村消防署の坂上出張所

署員の皆様、そして日頃お世

話になっている地元の志村消

防団の方々には、誌面をかり

て厚くお礼申し上げます。

（総務部／大坪）

消防庁主催の消防防災機器の開発等及び同科学論文公募で

（株）大昭商事／ホーチキ（株）の2社が受賞
消防庁では、全国の消防機関と消防機器メーカー（一般の

部）などを対象に、毎年、消防防災機器の優れた開発者や消

防防災科学などに関する優れた論文を著した方々を公募。優

秀作品を消防庁長官が表彰する制度を設けていますが、この

程平成18年度の優秀作品が決定。去る3月8日、霞ヶ関の中央

合同庁舎で消防庁長官表彰の表彰式が行われました。

厳しい審査を経てみごと優秀賞に輝いたのは、

一般の部では株式会社大昭商事（住宅用スプリン

クラー）、ホーチキ株式会社（屋外用炎検出器）の

2社で、開発への努力と功績を称え消防庁長官から表彰状が

手渡されました。

受賞した（株）大昭商事は、清水社長の陣頭指揮のもと真摯

な努力と情熱が同作品に結実。この度の受賞に繋がったもの

と思われます。

（技術部／古澤）

トーハツ本社
東京工場で
合同防災訓練

トーハツ本社
東京工場で
合同防災訓練
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全自動ポンプ付
水槽車を導入

中川村では所有する小型動力ポンプ全てトーハツのもので、全自動ポンプ付積

載車も導入されています。今回、積載車の更新に当たり、キャンペーン車のデモを

行いました。数年前、真夜中の大規模火災に出動した際、暗所での消火活動の困

難、不便さを痛感されていました。当初は、電動昇降照明装置（1kwハロゲン）、水

槽の水が尽きた後でも引き続き消火活動をスムーズに移行できる軽量FRP水槽や

自動中継機能付きポンプに興味を示されました。打ち合わせを重ねる中で、中川

村の担当者様より650 の水をより有効に利用できるようにと、背負い式水嚢と

注水を行うためのウォーターチャージャーを積載することをご提案頂きました。

この車輌を導入するにあたって、車庫が2.6m未満であることから車輪高の調整

を必要としましたが、照明のヘッド部分を天板下に格納できるよう苦心して頂きま

した。また長野県南信とはいえ、冬季間の不凍処置も必要です。水槽には電熱線

を設け、これについても万全です。

こうして無事車輌を納めることができました。中川村担当者様、トーハツ防災営

業部、艤装工場他ご尽力賜りました皆様に感謝申し上げます。

車輌が消防団に引き渡されて間もない3月3日、水利のない箇所で林野火災が発

生。水利を探すことなく現場へ急行し、水槽から背負い式水嚢へ、まもなく鎮火さ

れました。幸い小規模に終わり、残り火処理も水槽の水で済み、水槽車の利便性を

肌で感じられたそうです。

（寄稿：（株）久保田商会／井坪）

長野県の中川村
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